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第 1章　天草フィールドワーク生業調査の成果
井　上　充　幸
はじめに
　今回のフィールドワーク参加にあたって、中国史を専攻する筆者は、天草とその周辺地域、とりわけ
近世から近代にかけての、長崎を結節点とする国内外との関わり、という側面に着目して調査を行った。
今回の調査では、天草下島の北海岸を半周する形で、今に伝わる書画・文書資料の調査・撮影を行い、
同時に聞き取り調査を行って、多くの方々から貴重なお話をうかがった。以下、調査日程の順に、その
概要を記すこととしたい。
1 ．石本家資料調査
　2010年 7 月27日（火）午前09：10、本渡歴史民俗資料館を訪問した。この日のメンバーは、井上およ
び松浦章教授（ICIS）・Tran Thi Mai Hoa（COE‒RA・ICIS）の 3 名であった。当館所蔵の石本家資料
のうち、書画作品を中心に閲覧し、写真撮影を行う傍ら、前館長の鶴田耕治さんや、松本三千男さん・
梶原誠太郎さんはじめ、館員の方々からお話をうかがうことができた。
1 )　石本家について
　石本家は、「松坂屋」の屋号を名乗る御領村（現天草市）の豪商で、同村の小山家と双璧をなす銀主
（ぎんす）であった。
　石本家は、初代の了雲（慶長三年（1598）没）が、出身地の壱岐から平戸を経て長崎の平戸町に移り
住んで以来、代々異国貿易の経営などに携わり、財を成した。そして寛永年間（1624‒43）に、四代目の
治兵衛が、天草下島の北東にある御領村に移住して農業に従事し、ここに天草における石本家の礎が築
かれることとなった。
　以後、石本家は地主として成長していく傍ら、商取引や貿易業にも手を広げてゆき、治兵衛から数え
て五代目の勝之丞義行、および六代目の勝之丞栄度の時代（文政から天保にかけての頃、19世紀前半）
に、最盛期を迎えた。その当時の石本家は、幕府および九州諸藩への金融（大名貸し）を行い、三井・
鴻池にも匹敵する経済力を備え、大名並みの処遇を受けたという。また、長崎貿易や回漕業・問屋業、
新田・塩田開発や山林経営など、多角的に事業を展開した。本渡歴史民俗資料館所蔵の書画骨董コレク
ションの数々は、おそらくこの時代を中心に形成されたと考えられる。
　ところが、天保一三年（1842）の高島秋帆事件に連座したことをきっかけに、次第に家運は傾いてい
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った。それに伴い、書画骨董の類も、一部が番頭格であった岡村家に渡るなどして散逸し、その数量は
おそらく膨大なものであったと推察される。
　なお、当家に伝わる文書類（石本家文書）の大半は、現在では九州大学の所蔵となっており、一部が
天草アーカイブスに収められている。以上、詳しくは『五和町史』（五和町、2002年）第 4章第 4節「銀
主の台頭」を参照されたい。
　今回の調査では、数百点にものぼる石本家旧蔵の伝世文物のうち、書画作品を中心に拝観させていた
だくことによって、文雅の側面から石本家の辿った歴史に焦点を当てようと試みた。
2 )　明清画人・来舶画人の作品
　長年にわたって、長崎貿易に携わった石本家は、長崎にやってきた画人の作品や、明清時代の中国で
描かれた書画作品を、おそらく多数所蔵していたと思われる。現在、本渡歴史民俗資料館には、そのう
ち数点が残されており、今回はそれらを閲覧・撮影させていただいた。「目録番号」とは、本渡歴史民俗
資料館作成の石本家資料目録に付された番号を、「撮影番号」とは、調査当日に便宜上付した番号を、そ
れぞれ意味する。
・費晴湖≪米法山水≫（目録番号6364・撮影番号01）
　　1794（乾隆五九年）作、絹本墨画、象牙掛幅装、88.0×33.5cm（本体）
　　跋：「氣蒸山腹、煙拂雲梢」乾隆五十九年仲春、仿米襄陽䇭於崎館清遠閣。茗渓費晴湖。白文方印
0.7×0.8cm、朱文方印0.9×0.8cm
　費晴湖（生卒年不詳）は、名は肇陽、字は得天、晴湖は号である。浙江の湖州府の出身で、天明・寛
政年間のころに船主として来舶した。「来舶四大家」の一人、費漢源（生卒年不詳、茗渓の人、南京船主
として同時期に来舶）の親族であり、董源・米芾の筆意に倣った山水を得意とした。著書に『費氏山水
画式』があり、長崎をはじめとする日本の画家たちに大きな影響を与えた。
　この作品も、いわゆる「米法山水」であるが、例えば長崎歴史文化博物館所蔵の≪水墨山水図≫と比
較すると、画面構成・筆致ともに簡略・雑駁で、残念ながらあまりよい作品とはいいかねる。しかしな
がら、遺存する作例の少ない費晴湖の、製作年次を記録した作品として、貴重である。
　詳しくは、『九州南画の世界展』図録（長崎歴史文化博物館、2006年）、松浦章「来舶清人と日中文化
交流」（『東アジアの文人世界と野呂介石』関西大学出版部、2009年）を参照されたい。
・張俊明≪扇面≫（目録番号6328・撮影番号03）
　　扇面墨画淡彩、掛幅装、66.0×118.0cm（軸全体）
　　跋：丙寅四月為■■詞丈■、張俊明筆、八十有一。
　　　　朱文下駄印1.4×0.8cm
　この瀟洒な扇面の作品は、目録では明代の画家、張復（明代中・後期に 2名存す、いずれを充てるか
は不明）の作品とされているが、右上の跋には「張俊明」とあることから、別人の作であろう。張俊明
については未詳で、贈答の相手の名前も消されていることから、今のところ、いつの作品かも不明とせ
ざるを得ない。後考を待ちたい。
・虚巌仙侶≪草書七言絶句≫（目録番号6369・撮影番号12）
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　絹本墨書、象牙軸掛幅装、191.0×60.0cm（軸全体）
　　「天柱峯頭孤草亭、乱雲飛盡萬山青。引瓢酌海當春酒、快活場中幾醉醒。」虚巌仙侶。
　　朱文方印3.4×3.0cm、白文変形印4.8×4.0
　作者の虚巌仙侶は不詳。目録では、中国明代の人となっている。方印には「虚巌仙侶前錦江釣江之（or
徒）人去（or枩）無百春印」とあり、あるいは鹿児島にゆかりの人物かもしれない。
左：費晴湖≪米法山水≫、中：虚巌仙侶≪草書七言絶句≫、右：丹泉≪渓山烟雨図≫
下：張俊明≪扇面≫
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・丹泉≪渓山烟雨図≫（目録番号6346・撮影番号14）
　　1887（光緒一三年）作、紙本墨画淡彩、紫檀掛幅装、188.0×62.5cm（軸全体）
　　跋：「渓山烟雨」擬米南宮筆法、光緒丁亥秋日、丹泉寫。
　　　　白文方印2.1×2.1、朱文方印2.2×2.2
　丹泉は、清末の中国画人である以外に、詳しいことは不明。これも米法山水の作例である。
　このほか、九州大学所蔵の石本家文書12970‒2「覚」（年次不明、六月廿三日）の目録には、「一、南蘋
靏之画一幅、一、龍繪一幅、一、東海画三枚」ほかを差し上げる旨が記されており、やはり著名な来舶
画人であった沈南蘋の作品も所蔵していた可能性が高い。これらの書画が、どのような来歴で石本家の
所蔵になったのかは、残念ながら不明である。
　しかしながら、書画以外にも、景徳鎮産の青花磁器や、中国製の漆塗り竹籠（目録番号6605・撮影番
号08）、さらに 2つのルソン壷（石本・蓮池所蔵、撮影番号06・07）など、海外からもたらされた文物が
数多く所蔵されている点から考えても、石本家と海外とのつながりについて、考究すべきことは多いと
思われる。
3 ) 朱舜水 ･黄檗関連
　江戸期における対外関係に関連して、朱舜水と黄檗宗の僧侶に関連する作品を挙げる。
・朱舜水≪積誠≫（目録番号6346・撮影番号02）
　　紙本墨書、縁金額装、32.0×57.5cm（本体）
　　跋：「余初見之次年、即乞余書、至今踰十年而未之應。不怒亦不怠而傳之不已、可語誠矣。可語誠之
積、無推是心而尊德好善、其有不進於聖人君子之列者乎。右爲之書。」明舜水朱之瑜。
　　　　白文方印「朱之瑜印」、朱文方印「楚璵」
　朱舜水（1600‒1682）は、諱は之瑜、字は楚嶼・魯璵、舜水は号である。浙江の余姚の人で、明清鼎革
の後、明朝再興を志して東アジア各地を奔走、1659年より長崎に亡命し、水戸光圀の招聘に応じて江戸
へ移り、日本における儒学の教育・普及に尽力した。
　この作品が書かれた年次や、石本家への来歴などは不明であるが、九州大学所蔵の石本家文書9405
「覚」（年次不明）に記された書画目録には、英一蝶や池大雅らの作品名と並んで、「一、明舜水書、代金
拾五両、右は肥後儒者堂（or前）嶋才蔵世話ニ而、達■■ニ候得共、遣兼置候」とあり、この「明舜水
書」がこの作品を指すものとすれば、熊本の儒者の仲介により入手した可能性が出てくる。
・独湛性瑩≪白衣観音図≫（目録番号6371・撮影番号04）
　　紙本墨画、象牙掛幅装、103.0×28.6cm（本体）
　　跋：檗山比丘獨湛瑩拝寫、上半に隠元の賛あり。
　　　　白文楕円印 1、白文方印 1、朱文方印 3
　独湛性瑩（1628‒1706）は、福建の興化の人。16歳で出家し、1654年に隠元に従って渡来、1682年に京
都の黄檗山万福寺の第四代住持となった。水墨画を得意とし、観音・阿弥陀・達磨・関帝など、道釈人
物画を得意とした。この作品も、その典型的な作例である。
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・即非如一≪達磨画賛≫（目録番号6370・撮影番号05）
　　絹本墨画・象牙軸掛幅装、38.8×53.0cm（本体）
　　白文方印 1、朱文方印 2
　即非如一（1616‒71）は、福建の福州の人。18歳で出家し、隠元のもとに参禅。師の東渡後、1657年に
長崎へ渡来した。京都の万福寺で首座となった後、長崎の崇福寺に戻りそこで病没。やはり書画に通じ、
上：朱舜水≪積誠≫
下：即非如一≪達磨画賛≫
右下：独湛性瑩≪白衣観音図≫
右上：≪白衣観音図≫隠元賛
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墨蘭・観音・羅漢などをよくした。独湛性瑩・即非如一については、大槻幹郎『文人画家の譜』（ぺりか
ん社、2001年）を参照されたい。
　このほか、今回は未見に終わったが、≪千呆老人絹本墨書≫（目録番号6372、即非如一とともに渡来
した中国僧）など、やはり黄檗ゆかりの人物の作品もあり、石本家がこうした人々の作品を、積極的に
収集していたことをうかがわせる。長崎時代の石本家が、朱舜水や黄檗僧などと直接のつながりをもっ
ていたかどうかについては、現時点では不明だが、今後追求すべき課題であると考えられる。
　なお石本家は、全盛期の19世紀前半期において、江戸や上方など、各地に派遣した使用人や知人に、
著名な作家の手になる古書画の作品を探索・購入するよう指示を出しており、そうした事情を具体的に
うかがわせる文書が多数残っている。例えば、九州大学所蔵の石本家文書20031、（年次不明）一一月一
二日、士恭より栄松に宛てた「書状」には、「別而古画之儀は中々入手難成品と見請、右は雪舟か秀文か
秋月と御移間敷奉存候、先ツ御預り申ニ被成置度日々夜々相互ニ可申候」というくだりが見え、さきの
9405には、例えば大雅堂山水の代金は弐両弐分、英一蝶之画の代金は四両弐分、土佐光龍弁慶之画の代
金は拾両、全 6点で〆五拾弐両という具合に、「道具屋も驚候」ほどの具体的な書画作品の購入代金が記
されている。屏風の購入も多数にのぼり、土佐派の作品が好まれていたようである（同4058ほか）。これ
らの品々は、石本家の調度品として使用されたほか、要路への贈答品としても使われている（同12995ほ
か）。あるいは朱舜水や黄檗僧の作品も、アンティークとして収集されたものという可能性もあるだろ
う。
4 )　画人との交際
　石本家の当主は、古書画の蒐集に励んでいたのみならず、画人とも親しく交際しており、あるいは彼
らのパトロンとしても活躍していた可能性がありそうだ。
・三浦梧門≪墨梅≫（目録番号6324・撮影番号09）
　　紙本墨画、黒檀軸掛幅装、203.0×81cm（軸全体）
　　跋：辛亥孟春、寫於雙梧山房館下、爲濟美先生雅屬、梧門。
　　　　白文方印、朱文方印（押脚印）、白文長方印
　三浦梧門（1808‒1860）は、長崎三画人の一人として著名な人物で、中国画の研究を通じて米法山水を
得意とする傍ら、土佐派の絵画や肖像画にも長じた。この見事な墨梅は、1851年、梧門43歳の時の作品
であり、跋文によれば「済美大人」からの依頼によって描かれたことがわかる。済美大人とは、おそら
く石本家五代目の当主、勝之丞義行の雅号と思われる。この作品には、梧門から済美大人に宛てた書簡
と、「爲後念取替一札事」と題された書付、そして「本誓院釋良護居士真容之像」と題された、済美大人
のものと思われる肖像画が付随し、同じ箱に収められている。
　書簡には、「其後者御疎情奉存候、然は旧来御話之拙筆梅之図、漸頃日不斗落来仕候間、不取敢為持
入、御覧も書外拝顕可奉候、申上候事。二月十一日。二日落款ハ豊春ト申上候、実ハウソナリ、一盃気
発之時相認候」と記されている。両者が親しい間柄にあったことを偲ばせる。
　また、九州大学所蔵の石本家文書21257、生駒半蔵からの「書状」には、「一、翰令啓上候、逐日暖気
相成候処、弥御堅身被成御渡珎重之御事ニ存候、然は去冬中、弊藩へ御越之節は御別段拙者共へ何より
第 1章　天草フィールドワーク生業調査の成果（井上）
73
之品種々預御恵投、千万忝次第ニ御座候、随而其砌何かと謝御芳志度申合候事ニ候得共、御存之通、片
鄙之儀、不任心底、就而は未熟之画ニは御座候得共、御笑種ニも心付、屏風一双分認方申付之処、兎や
角と及延引、終ニ御逗留中出来不申、開発打過、漸此節ニ至り認出来之処、今更態と進呈も恥入候得共、
又折角申付置候儀、黙止候も不本意ニ付、為■画ニも無之、殊ニ画人応心不申由ニ而致固辞候得共語而
戻、其意任幸便氷豆腐（後欠）」とあり、生駒半蔵（未詳）なる画人から、作品を進呈されていたことが
わかる。
5 )　日本の儒者・画人の作品
　このほかにも、石本家には九州を中心とする日本の儒者や画人の作品が多数あり、ここではそのいく
つかをご紹介しよう。
・草場佩川≪墨竹図屏風≫（目録番号6658）
　　六曲一双、 1つ63.0cm×184.0cm
　　「佩川齋」白方印（押脚印）、朱（関防印）、白印「濯口」
　草場佩川（1787‒1867）は、肥前の多久出身の、佐賀藩に仕えた儒者である。文武両道に優れ、晩年に
左：三浦梧門≪墨梅≫
上：本誓院釋良護居士真容之像
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は昌平黌にも招かれた。画家としても優れ、墨竹を得意としたほか、篆刻・陶芸・筑紫琴など、芸術の
あらゆる方面においても才能を発揮した。長崎にもたびたび来遊し、多くの文人墨客と交遊があった。
この屏風も、何らかの縁で石本家に将来されたものであろう。見事な作品である。草場佩川について、
詳しくは上野日出刀『長崎に遊んだ漢詩人』（中国書店、1989年）を参照されたい。
・帆足杏雨≪杏雨先生臥遊帖≫（目録番号6673・撮影番号11）
　　絹本淡彩、折本装、29.0×17.5cm
　　（関防印）白文楕円印、朱文方印「杏雨」、白文方印、花卉一二員
　帆足杏雨（1810‒1884）は豊後の大分出身で、田能村竹田の門人である。また、日田の咸宜園にも入門
上：草場佩川≪墨竹図屏風≫
下：帆足杏雨≪杏雨先生臥遊帖≫
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し、長じて上方・馬関・長崎の各地で、文人墨客たちと幅広い交友関係を結んだ。竹田の画風とともに、
明清画にも学び、自らの様式を確立した。この画冊も、四季折々の花卉12点に、それぞれ詩文が添えら
れた瀟洒な作品であり、杏雨の実力を充分にうかがい知る事が出来る。
・仙厓義梵≪竹図画讃≫（目録番号6330・撮影番号13）
　　紙本墨画、仮表装、126.0×32.0cm（軸全体）
　仙厓義梵（1750‒1837）は、美濃の国に生まれ、後に筑前博多の聖福寺の住持となった人物。博多で
は、今なお「仙厓さん」と呼ばれて親しまれる。多くの洒脱・飄逸な絵画によって知られ、その作品は
人気が高い。
・長三洲≪墨書≫（目録番号6322・撮影番号12）
　　紙本墨書、掛幅装、198.0×67.0cm（軸全体）
長三洲（1833‒1895）は、豊後の日田に生まれ、広瀬淡窓・旭窓兄弟の門下に学ぶ。尊攘派の志士として
活動し、維新後は文部大臣などを歴任した。漢学者として、また明治書道界を代表する書家として名高
い。
　このほか、今回は未見に終わったが、河上鶴立の作品（6316詩画軸、6320歳寒清友図、6656水墨屏風）
なども所蔵されており、まだまだ興味の尽きないところである。なお、≪七言絶句扁額≫（目録番号
6375）には「中天錫」の銘があるというが、これは御領組大庄屋中村喜七郎の号であり、彼は五代石本
勝之丞義行の母方の祖父に当たる人物である。石本家の歴史を研究する上で、数多くの情報を秘めた書
画作品にも注目していく必要があろう。
2 ．御領石本家旧宅・墓所訪問
　石本家資料調査を行った同日、13：30から15：00にかけて資料館での調査を一旦中断し、御領に残る石
本家の旧宅および墓所を訪問した。タクシーにて往復したが、話好きの運転手さん（牛深出身）が電話
で問い合わせたり、道を尋ねたりしてくださった。
　芳證寺のわきの坂道から、さらに細い坂道に折れて登っていくと、やがて立派な石垣を備えた屋敷地
に辿りついた。門内すぐの案内板により、石本家旧宅であることを確認した。現在は新しい家屋が建っ
左：石本家旧宅の門、右：石本家旧宅に残る蔵
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ているが、蔵ひと棟が昔の姿のまま残っており、鬼瓦には大きく「石」の文字が刻まれていた。また、
大きな古井戸も残っていた。
　ひとわたり敷地内を見学した後、石本家の墓所を探索して、東禅寺から芳證寺に向かう。石本家の墓
所は、芳證寺の墓地の東側、有明海を見はらす高台の際にあった。その足元には、石本家が開発した干
拓地が広がっており、そこはかつて塩田であったが、現在は住宅地と農地になっている。そしてその先
に目をやると、有明海を航行する船影を広く見渡すことができる。農業・製塩・貿易など、多角的な事
業経営を行った石本家の本拠地として、御領はまことにふさわしい場所であると実感できた。石本家の
墓域には 4基の墓石が建てられ、最も古いものは文化三年のものであった。芳證寺も、石本家と同じく
立派な石垣の上に築かれているが、ここは中世の御領城跡（16世紀）であったそうだ。
3 ．通詞島・二江地区調査
左：芳證寺、右：石本家墓所からの眺め
通詞島の風景
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　2010年 7 月28日（水）の午前09：00から、通詞島（つうじじま）の五和（いつわ）歴史民俗資料館を
訪問した。この日のメンバーは、井上および松浦章教授・Gurung Roshan（COE‒RA・ICIS）の 3 名で
あった。
　通詞島は、天草下島の北端、二江地区のすぐ北側に、狭い瀬戸を挟んで向かい合って位置する、周囲
約3.9kmの島である。山がちな通詞島の高台からは、対岸の島原から野母崎にいたるまでのパノラマを
眺めることができ、また、島の東西に 1基ずつ設置された風力発電用の風車が目に飛び込んでくる。島
は、昭和50年（1975）に完成した通詞大橋によって対岸と結ばれ、自動車による往来が可能となった。
そして現在では、イルカウォッチングが重要な観光資源となり、毎年全国から多くの人々が訪れるよう
になった。それに伴い、ふれあい浴場ユメールという観光施設が建設され、島の観光拠点として多くの
ツアー客の宿泊先となっている。
1 ) 五和歴史民俗資料館
　この日はまず、天草市教育委員会教育部文化課学芸員の中山圭さんのご案内で、五和歴史民俗資料館
の所蔵資料を参観した。
　最初の展示室は、沖の原遺跡からの出土品がメインである。沖の原遺跡は、島の対岸の二江地区にあ
る大規模な貝塚遺跡であり、ここからは、縄文Ⅳ期から奈良時代にかけての遺物が数多く発掘された。
古いものでは、石銛・阿高式土器・結合式釣針をはじめとする漁労用の骨角器など、九州西北から朝鮮
半島南部にかけて分布する、特徴的な遺物が出土している。また、女性のシャーマンの装身具である貝
輪やタカラガイなど、主として南海産の貝類を使用した遺物が多数あり、極めて古い時代から、南西諸
島・琉球列島方面との交易が行われていた様を物語る。なお、天草には全般に弥生時代の遺跡が少なく、
稲作はあまりなされていなかったと推測されている。
　そしてとりわけ重要なのが、九州で最初に発見された、大量の製塩土器（ 5世紀頃のもの）の発見で
ある。高足つきの盃型をしたこの素焼きの土器は、その特徴的な形から天草式と命名されている。とこ
ろが、出土品はほとんど全てが足の部分だけで、上部にあったはずの碗型の器部分はほとんど見つかっ
ていないという。その理由はおそらく、濃縮した塩水を入れ、さらに焚火にかけて煮詰め、塩分を結晶
左：天草式製塩土器の展示、右：天草陶石の実物
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化させた後、足の部分が折り取られて塩の入った上部のみが取り外され、それがそのまま梱包されて出
荷されたためであろう、と推測されている。とまれ、その出土数の多さから、この沖の原遺跡は、律令
時代に天草郡の官衙が置かれていた場所ではないかと考えられている。
　奥の展示室には、漁具（疑似餌、漁網、船の実物や模型など）や農具など、主に近現代の生活用具の
展示があった。ちなみに、奥の収蔵室も参観させていただき、未整理の陶片をはじめ、沢山の収蔵品が
あることを確認したが、温度管理など保存環境の維持に苦心しておられるとのことであった。
　また、中国・ヴェトナムなどからの輸入陶磁器とならんで、天草磁器の展示があったのが目を引いた。
天草で磁器の生産が開始されたのは、1630‒50年にかけてのことであり、おそらく佐賀鍋島藩が関与して
いたものと思われる。生産地は苓北の内田皿山や江津深江などで、木山家が中心となって事業を行って
いたが、製品の質は低かったという。下島西海岸の高浜焼が上田家によって興ったのは、18世紀に入っ
てからのことである。現在の天草では、陶石の生産が主流となり、採掘された陶石の 7 ‒ 8 割が有田に移
出され、有田焼の生産を支える重要な役割を果たしている。
2 )　キリシタン墓・三天宮
　11：00から、中山さんの運転で、「侍どんの墓」と呼びならわされているキリシタン墓群の見学へ出発。
この墓群は、二江地区のすぐ南にある山の中腹にあり、典型的なカマボコ型のキリシタン墓碑である。
その来歴や被葬者については不明点が多いが、ある時期に二江の人々が、これらの墓石を一か所に集め
て積み重ね、「侍どんの墓」として祀ったものであるという。通詞島への帰路、遺跡から出土した30体あ
まりの人骨を供養するために建てられた慰霊碑に立ち寄り、二江の人々の心根の優しさに触れることが
できた。
　丸健水産にて素晴らしく美味しいウニ丼の昼食後、12：30に資料館へ戻り、そのすぐ裏手にある三天
宮に参拝した。ここは弁天・大黒天・毘沙門天を祀るお社で、通詞島の最高地点に位置している。境内
には慶応三年（1868）建立の石灯籠などがあり、奉納相撲を行う土俵が置かれていた。拝殿の中には、
その昔、赤エイの大群とともに島にやってきた神様が、赤エイを殺さなければ島民に福をさずけようと
約束した、という「エーガッチョ伝説」を記すボードがあった。
左：侍どんの墓、右：三天宮の鳥居
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3 )　通詞島めぐり
　13：30より、二江まちづくり振興会事務局の宮本周幸さん・ガイドの小川りえかさんのご案内で、通
詞島の島めぐりに出発した。
　出発地点のユメールから少し東に行った場所の坂の下に、ジャガイモ畑が広がっていた。この畑を耕
作しているのは、島の人たちではなく、対岸の島原から渡ってくる 6 ‒ 7 軒の農家の人々で、生産された
ジャガイモは、長崎産として出荷されているという。
　そしてここからは、沖合の岩礁に立つ赤灯台が眺められたが、ここはバンドウイルカや赤エイが最も
多く集まるウォッチングスポットである、とのことだった。聞けば、現在でも島の漁師たちは、決して
赤エイを殺すことはせず、網にかかったものは海に帰してやるとのこと、さきの伝説はいまだ生き続け
ていると感じた。
　13：50、西の六角の井戸に到着。大きな石材を組み合わせた、直径 2 mほどの六角形の井戸である。
かつてこの井戸は、東の六角井戸とともに、島の飲料水の供給源として重要な役割を果たしていた。島
の人々は、井戸などの真水が湧き出る水場のことを「かわ」と呼んで大切にしてきたという。井戸のそ
ばには、周囲 8 mに達するアコウの巨木が聳え、その根元には観音さまを祀る祠が置かれる。毎年 1月
になると、この観音さまのお祭りが開かれるという。現在では、井戸の水質は悪化して飲料用水として
は使えなくなり、対岸から海底水道を通して水道水が供給されているという。
　14：00、漁港近くで、漁師の木口修一さんにお話をうかがうことができた。
・年間行事について：
　通詞島を含む二江地区では、浦ごとにえびすさんが祀られ、毎年盛大なお祭りが開催される。そ
の時期は「船止め」と呼ばれ、地区全体の人々が祭礼に参加する。もう一つの大きな行事は、毎年
10月第 1 日曜に行われる町民体育祭であり、こちらは「クワ止め」・「ソロバン止め」と呼ばれる。
青年団があったころからの行事で、二江の11の地区による対抗戦を行う。
・島の暮らしについて：
　現在でも、通詞島の人々は、島に留まって生活する人が多い。一度他の地域へ出て行っても、戻
左：西の六角井戸、右：アコウの大樹
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ってくる率が高い。昔は海産物の価格が高く、生活は豊かであったが、現在では価格下落により収
入は大幅に減少した。それでも、対岸の二江に比べ、子供の数は多く、 2人以上の子供を持つ家庭
は多い。また、漁師の高齢化が進む中で、通詞島だけは若手の漁師の数が多い。木口さんは先日久
しぶりに漁船を新造したが、新造船には新しいエンジンの搭載が義務付けられ、中古のエンジンを
使用できなくなったため、費用は1500‒2000万円ほどかかった。
　島の漁師は約100人で、二江地区全体で220人ほど。若手はマリン部会を結成し、季節によってと
れる様々な海産物を取り、水揚げしたら漁協へ持っていく。独自の販売ルートを開拓できないか、
現在模索中。島の漁業は主に素潜り漁と一本釣り漁、素潜り漁師は伝統的に全て男性で、海女さん
はいない。現在、素潜り漁師の共同組合である裸潜組合には67名が所属。 7月から 9月までは赤ウ
ニ（甘ウニ）の最盛期で、季節ごとにアワビやサザエなどを水揚げする。
　堤防の上で干している赤ウニの殻は、肥料や撒き餌に利用する。最近は、 1 人当たり7000円で、
漁業体験ツアーを行っており、ツアー客はユメールに宿泊。船体に青いラインの入った船は、底引
き網漁船。
　14：20、K‒ 1 で活躍した武蔵選手の実家敷地横の、西の船着き場跡へ。かつての船着き場の最上部の
石組が地上に少し出ているだけで、海に降りるための階段部分は地中に埋もれていた。通詞大橋架橋前
は、渡し船で対岸と往来していたが、潮流が速く朝晩で方向が変わるため、東にも船着き場があった（大
橋を挟んで東の漁協建物側）。
　14：30、東の船着き場跡の石組みを確認後、漁協前へ。きれいに彩色されたえびすさまが、海をむい
て鎮座していた。その後、細い路地を辿って町の奥へ向かう。敷地を高い石組みで囲んだ「せどや」と
呼ばれる伝統建築があちこちに残る。家々の玄関には注連縄が下げられていたが、これは一年中付けた
まま外さないとのこと、キリシタンの家ではないことを示すために始まった風習だとも言われている。
　14：40、東の六角井戸に到達。西の六角井戸よりも少し大きく、やはり立派な石材を組んで作られた
もの。このような形態の井戸は、長崎などでも見られるが、もともとは中国に由来するものであるとい
う。通詞島という名前の由来には諸説あり、オランダ語の通詞、あるいは唐通詞がいたとするもの、海
外へ渡って行った漁師たちが、各国語を使いこなせたからとするもの、などがあるが、この六角形の井
戸を作ったのが、この島に居住していた唐人であったため、とする説もあるという。しかしながら、現
左：漁協前のえびすさま、右：せどやの石垣
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時点ではいずれも決め手を欠き、定説とはなっていない。
　14：50、通詞島の北岸側に出て、木口孝さん経営の天然塩工場を見学し、お話をうかがう。原料の海
水は目の前の浜からくみ上げ、これを加熱せずに、天日と風を利用して、15tのタンク 2 基から「流下
式」にて精製する。海水の塩分濃度は3.3%で、23%まで濃縮時に硫酸カルシウムを除去、25%時に塩が
結晶化し始める。夏期には完成まで 2週間を要する。
　15：00、ユメール帰着、海の見える部屋にて、皆さんから引き続きお話をうかがう。その際、二江の
広報誌である『ふたえ町づくり情報』を、創刊号より第12号までを頂いた。この広報誌所載の記事には、
上に紹介した二江の文化財や歴史に関して、専家の手により詳しく述べられている。五和町教育委員会
編『五和の文化財を訪ねて』とあわせて参照されたい。
4 ．上津深江神崎家訪問
　2010年 7 月29日（木）、13：00より、苓北町の北東、上津深江（こうづふかえ）にある神崎公顕さんの
お宅を訪問し、聞き取り調査と文書の閲覧・撮影を行った。文書はいずれも神道関係のもので、江戸期
の版本や、近現代の書簡なども併せて、14点余りを写真に収めた。この日のメンバーは、井上と岡本弘
道（COE‒PD・ICIS）の 2名であった。
1 )　神崎公顕さんのお話
　神崎家は、上津深江で代々神官を勤める家柄であり、公顕さんも神職についておられる。その祖先は、
筑後の柳川で修験道をやっており、また立花家の家臣でもあった。天草・島原の乱後、人口が半減した
天草の各地に、九州を中心とする各藩からの移住者が送り込まれたが、神崎家もその際、上津深江に移
り住んだ。そのため天草では、現在でも集落ごとに異なる方言をしゃべっているケースが見られ、筑後
地方からの移住者の多いこの地域でも、隣の坂瀬川では、上津深江とは異なる方言が残っているという。
　黒瀬道隆師は、神崎公顕さんの祖父の兄弟にあたる方で、 9歳の時に出家し、唐津の龍源寺の住職と
なった。明治末年には、留学生として清国に渡り、北京などに計 7年在住した経験もあるという。今回
撮影した書簡には、黒瀬師が祖母の訃報に接した際に送った、北京からの手紙が含まれていた。後に、
左：東の六角井戸、右：井戸の脇の観音さま
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黒瀬家は孫が後を継ぎ、龍源寺の住職を勤めておられる。現在でも神崎家と黒瀬家の間には交流があり、
黒瀬道隆師についての資料がもたらされた。これらをもとに、神崎さんは黒瀬道隆師の事績を執筆し、
昭和44年10月 5 日（日）の『天草民報』 2面、「近代天草の先駆者たち」に紹介した。
2 )　神崎雄志郎さんのお話
　15：30、文書の撮影を終了後、公顕さんの弟の神崎雄志郎さんが戻られ、お話をうかがうことが出来
た。雄志郎さんは、大手メーカーの海外駐在員として長年世界を回り、退職後は熊本に住んでおられた
が、最近天草の実家に戻られ、現在では地元のボランティアとして観光ガイドをなさっている。そのた
め、当地の歴史にも詳しく、いろいろな資料をご提供いただいた。以下は、その時うかがったお話であ
る。
　神崎家は名字帯刀を代々許された家柄であった。柳川時代のことについては、よくわからないそうで
ある。明治に入り、上津深江の人々が名字を名乗る事になった際、神崎家の当主が全て名付けてあげた。
当時、上津深江には200戸ほどの村民がいたが、それら全てに異なる名字をつけたそうだ。
　天草に移住後、神崎家から修験道者になった者がいたかどうかは不明である。少なくとも本家の者は、
代々神主になるのが通例である。神崎家は、上津深江にある全部の神社を管理する役割を負っている。
　上津深江の中心となる神社が八坂神社である。ここは祇園社・祇園様・いざなぎ神社とも呼ばれてお
り、祭神は素戔鳴尊（スサノオノミコト）、牛頭天王などであるが、これらはいずれも神仏習合時代の名
残りである。この他、境内には秋葉神社（火の神）・権六稲荷・地の神様などを祀る祠が多数ある。
　天神山の十五社様（じゅごさま）は、天草から不知火にかけて見られる独自の龍宮信仰である。この
祭祀は、中国より渡来した海人族（あまとぞく）のものであるといわれる。現在では、阿蘇十二神や天
戸など15の神を祀っている。また、菅原道真を祀る天満宮、宮地嶽神社もある。
　塞埜神（さいのかみ）神社は、道祖神の猿田彦命（サルタヒコノミコト）が主神である。お祭りでは
天狗の面を付けた者が、神輿（すなわちニニギノミコト）の前を歩いて案内する。疫病を防ぎ払うほか、
モグラの穴をふさぐ田の神でもあり、夫婦和合の象徴でもある。毎月21日が祭日で。 9月21日に大祭が
開かれる。かつては満州からも里帰りして、祭礼に参加する者がいたほど盛んであった。昭和20年代か
ら30年代までは、この日に皆で集まって弁当を食べる習わしがあった。
左：ほうえん様、右：八坂神社の船型石
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　これら全ての神社の祭礼を神崎家が管理している。上津深江には 4つの集落があり、そこから 5軒ず
つの家が持ち回りで祭りの世話役を担当する。最大の祭りは、正月20日の大寒の日に行われる裸祭りで
ある。八坂神社の拝殿で神事が行われる。今は若手の数が減っており、祭りの運営に苦労している。
　なお、上津深江の神社については、『苓北町史』（苓北町、1984年）第 4章第 9節「二 神社」を参照さ
れたい。
　16：30、自家製の美味しい梅ドリンクをご馳走になり、辞去しようとしたところ、座敷の神棚に「ほ
うえん様」と呼ばれる金塗の像に気づく。神仏が習合した不思議なお姿で、100年以上昔から神崎家に伝
わるものだという。なお、「上津深江の裸祭り」・「塞埜神神社」についての解説文コピーを頂いた。
　公民館から的場窯跡（大きな登り窯を確認）を見た後、天神山上にある宮地嶽神社に参拝し、八坂神
社へ戻る。境内にて写真撮影や、祠の確認などを行う。
3 )　神崎家資料
　所在を確認・撮影した資料は、下記のとおりである。「整理番号」は、熊本県立図書館が行った、熊本
県歴史資料所蔵家別目録作成事業に伴う調査をもとに、2006年に作成された台帳によるもの、「撮影番
号」は、今回の調査で撮影した際に付した番号である。
　・整理番号 1・撮影番号01
　　「修験道定」、文化元年（1804）甲子九月、横紙 1点、31.0×337.0cm
　・整理番号 2・撮影番号02
　　「覚」、慶安元年（1648）子一二月、横紙 1点、31.0×46.0cm、後世の写しか
　・整理番号 3・撮影番号03
　　「往来手形」、天保九年（1838）戌三月、横紙 1点、31.0×22.0cm
　・整理番号 4・撮影番号04
　　「当卯七月廿日限」、天保二年（1831）卯六月、横紙 1点、36.0×20.0cm、往来手形
　・整理番号 5・撮影番号05
　　「丑十月五日限」、文化一四年（1817）丑四月、横紙 1点、31.0×23.0cm、往来手形
　・整理番号 6・撮影番号06
　　「補任仙学」、宝暦九年（1759）七月、横紙 1点、45.0×57.0cm、「應令許可院號事」
御入峯御行列記
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　・整理番号 7・撮影番号07
　　「山号寺号許可書」、文化元年（1804）九月、横紙 1点、45.0×57.0cm、「江原山神宮寺」
　・整理番号 8・撮影番号08
　　「黒衣直綴」、弘化二年（1845）七月、横紙 1点、22.0×55.0cm、「右着用之事」
　・整理番号 9・撮影番号09
　　「三宝院御門跡来子七月」、享和三年（1803）亥二月、横紙 1点、34.0×65.0cm
　・整理番号10・撮影番号10
　　「東照宮御墨印写」、慶長一八年（1613）丑五月、横紙 1点、27.0×41.0cm、後世の写しか
　・整理番号11・撮影番号11
　　「告辞」、昭和一七年（1942）二月二八日、横紙 1点、20.0×175.0cm、「大政翼賛会総裁東条英機」
　・撮影番号12
　　「明治三二年黒瀬道隆師書簡及附件」、書簡箋 2枚、道隆師伝・家系図A 4版 6枚
　・撮影番号13
　　「允可状」、計 6点（安政七年・文久二年・同三年・同四年・万延二年・天保一四年）
　・撮影番号14
「産土神誕生札」、1綴り計13点（文政四年・弘化三年・嘉永五年・元治元年（× 3）・慶応二年（×
4）・明治二年（× 2）・天保八年）
　・撮影番号15
　　「亥二月当山諸先達宛書状」A、横紙 1点
　・撮影番号16
　　「亥二月当山諸先達宛書状」B、横紙 1点
　・撮影番号17
　　「正月十七日神宮寺宛書状」、横紙 1点
　・撮影番号18
　　「目録」、折紙 1点
　・撮影番号18（ナンバー重複）
　　「書状」、横紙 1点、途中切れ
　・撮影番号19
　　「書状」、横紙 1点、末尾のみ
　・撮影番号20
　　「亥二月当山諸先達宛書状」C、横紙 1点
　・撮影番号20（ナンバー重複）
　　「職札」、横紙 1点
　・撮影番号21
　　「吊詞」、横紙 1点
　・撮影番号22
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　　「吉祥院己二月書状」、横紙 1点
　・撮影番号23
　　「差上置申一札之事」、横紙 1点
　・撮影番号24
　　「亥二月当山諸先達宛書状」D、横紙 1点
　・撮影番号24（ナンバー重複）
　　「享和三年二月書状」、横紙 1点
　・撮影番号25
　　「五月四日神宮寺宛書状」、横紙 1点
　・撮影番号26
　　「亥二月当山諸先達宛書状」E、横紙 1点
　・撮影番号27
　　「文化五年神宮寺宛書状」、横紙 1点、末尾のみ
　・撮影番号28
　　「廻状袋」、 1点
　・撮影番号29
　　「諸証文吉祥院袋」、 1点
　・撮影番号29（ナンバー重複）
　　「文化元子年袋」、 1点
　・撮影番号30
　　「阿羅若尊御祈祷袋」、 1点
　・撮影番号31
　　「観音普門品」、折帖 1点、京都貝葉書院刊
　・撮影番号32
　　「御入峯御行列記」、絵入り刊本 1点
5 ．中元家文書調査
　2010年 7 月30日（金）、 9：00より11：30まで、苓北町漁業協同組合の所蔵する中元家文書の撮影を行
った。この日のメンバーは、井上と岡本弘道、そして王亦錚（COE‒RA・ICIS）の 3 名であった。江戸
から明治にかけての文書類を中心に、20点ほどの資料を撮影した。
　なお、富岡の漁業については、Tran Thi Mai Hoa論文に詳しく述べられているので、ご参照願いた
い。
　所在を確認・撮影した資料は、下記のとおりである。「整理番号」は、熊本県立図書館が行った、熊本
県歴史資料所蔵家別目録作成事業に伴う調査をもとに、2005年に作成された台帳によるもの、「撮影番
号」は、今回の調査で撮影した際に付した番号である。「欠」は、現存しないことを意味する。
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　・整理番号 1・撮影番号01
　　「富岡町明細控」、元禄一四年（1701）巳五月、竪帳 1冊、26.5×20.0cm
　・整理番号 2・撮影番号02
　　「万記簿」、享保一七年（1732）壬子一一月、竪帳 1冊、25.5×20.5cm
　・整理番号 3・撮影番号03 ← 「欠」
　　「肥後国天草郡富岡町明細帳」、寛延三年（1750）午三月、竪帳 1冊、21.0×18.5cm
　・整理番号 4・撮影番号04
　　「諸御用扣」、寛政一一歳（1799）己未七月写之、竪帳 1冊、30.5×22.0cm
　・整理番号 5・撮影番号05
　　「郡中高寄帳」、天保九年（1838）戌三月改之、竪帳 1冊、27.5×20.0cm
　・整理番号 6・撮影番号06
　　「天草郡中舸子控帳」、安政三年（1856）己二月、竪帳 1冊、27.0×20.0cm
　・整理番号 7・撮影番号07 ← うち 1点「欠」
　　「未御年貢可納割附之事」、安政六年（1859）未年月、一紙継紙 2点、たて32.5cm
　・整理番号 8・撮影番号08
　　「文久元年以降高浜村ニ関スル証拠書類」、罫紙綴 1冊、28.0×20.0cm
　・整理番号 9・撮影番号09
　　「富岡御役所御触書之写」、竪帳 1冊、26.6×18.5cm
　・整理番号10・撮影番号10
　　「文化十一戌年九月差上申済口証文之事」、竪帳 1冊、27.0×19.5cm
漁場図
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　・整理番号11・撮影番号11
　　「欠」
　・整理番号12・撮影番号12
「明治四年十月当郡浦々漁場是迄観測之通嘆願奉申候控帳」、辛未（1871）一〇月、竪帳 1冊、26.0
×18.5cm
　・整理番号14・撮影番号14
　　「漁場図」、簿冊、27.5×20.0cm
　・整理番号15・撮影番号15
　　「欠」
6 ．田畑澄夫氏宅訪問
　そして、中元家文書調査を終えると、午後からは田畑澄夫さんのお宅を訪問した。13：15に、鬼池（天
草下島の北東角）にある田畑さん宅に到着し、お話をうかがった。前回の予備調査の時に、田畑さんに
は一度お会いしてお話をうかがっていた（井上はその時は不参加）ため、今回は 2度目の訪問となった。
長時間にわたって様々なお話を聞かせていただき、また沢山の資料をご提供いただいたが、今回の訪問
では、田畑さんのライフヒストリーを中心にお話しいただくことが目的の一つであった。以下、それを
記す。
1 )　ご両親のこと
　田畑さんの父は、明治40年（1907）生まれの在郷軍人で、村の青年団の活動などに積極的に取り組ん
だ方であった。遺品の中に、対馬まで出かけた際の日記が残っていたが、その内容は、天草・対馬間を、
自分の持ち船にて長崎経由で往復したものであった。やがて父は済南事変に出征し、続いて日支事変に
も従軍。武漢から江西の九江へと移動中、廬山での戦闘にて戦死した。
　母方の長野家は、先祖代々鍛冶屋を家業としていた。祖父の左予次さんは多くの弟子を育て、現在で
も孫が家業を引き継いでいる。
2 )　長崎・下関時代
　田畑さんご自身の戦時中の想い出といえば、学校のグラウンドを耕してイモ畑にするなど、食糧増産
に励んだ記憶が主である。戦争が終わって翌年の昭和21年（1946）に、長野左予次さんの弟子の一人、
岡部実造さんに弟子入りした。これは、同じく左予次さんの弟子、高辻光造さんの紹介によるものであ
った。当時、すぐに就ける仕事は、大工・木挽き・鍛冶屋ぐらいしかなかった。また、土木工事なども
請け負い、炭鉱の坑道を支えるための木枠の作成・組み立てや、中学校の校舎建設などの仕事に従事し
た。
　昭和27年（1952）に、長崎の山ノ内造船所へ行き、昭和29年（1954）には龍ヶ岳（現上天草市）の高
殿造船所に移る。また、昭和30年（1955）頃にかけて、大分の臼杵にある浅井造船所にもいたことがあ
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る。これ以後、船大工として様々な造船所を転々と渡り歩き、腕一本で仕事をするようになる。この時
期には、160tの木造帆船を設計し、天馬船なども造った。臼杵では、佐伯の「つきん棒漁」に使う船を
作ったことがある。
　昭和32年（1957）には下関へ行き、ここで 3年ほど働いた。下関の彦島には天草出身の大工たちがお
り、彼らと共に仕事をした。下関の小野田造船で雇われた時には、石炭運搬船を設計・製作した。また、
漁期によって漁船を改造することもしばしば。船の製作には、地域によっていろいろな流儀の違いなど
があるため、他地域出身の職人との仕事は大変で（場所柄、朝鮮人も多数いた）、浜棟梁に船長が文句を
言いに来たり、流れ者ということで汚れ仕事を引き受けさせられたり、賃金の支払いをめぐってトラブ
ルが起きたりと、いろいろな苦労をした。
　下関から北九州の洞海湾沿いにある若松に移り、そこから再び長崎へ戻ってきたが、昭和35年（1960）
4 月頃のことであった。この時には、二江から従兄弟たちが合流し、木造のサバ漁船を大量生産した。
以後、ずっと長崎で暮らしていたが、昭和46年（1971）に、母が長崎の大学病院に入院し、後に亡くな
ったため、それを機に天草へ戻った。
3 )　天草から長崎、そして再び天草へ
　天草では長浜造船で 7年ほど勤務、ヤマハのプラスチック船の設計・製作の仕事を行い、鉄船も手掛
ける。やがて、船主との交渉を担当する営業職も引き受け、社内で昇進を重ねて副社長にまで至る。こ
の間、静岡ヤマハからの依頼により、木造船の設計を受注し、昆布船・瀬戸内船など、様々な種類の船
舶の図面を引き、型の製作を行う。
　昭和52年（1977） 4 月頃、再び長崎へ行き、そこで46tの電探船（いずれも同型船）を設計・製作し
た。三浦造船での仕事であったが、大瀬戸町の親和銀行のあっせんにより、神戸の渡辺造船からさらに
2隻を請け負う。この頃の図面は、いずれもローマ字表記で書かれる。ちなみに、新造船の主流がプラ
スチック船に切り替わった後、木造船の大工は、みなプラスチック船の製造に転換した。
　後、社内のいろいろな事情により天草に戻り、姫戸のヤマハ天草工場に勤務した。社内には年齢制限
があったものの、自分は例外とされた。この時には、南九州ヤマハからの依頼により、量産タイプの通
常型漁船を、沖縄の「もじゃこ船」に改造し、型の設計を行う。ところが、ドックでの作業中に、型に
挟まれて大けがを負い退職することとなった。
　昭和57年（1982）からは、地元の五和の障害者協会の役員やゲートボール協会の理事などを勤める。
水泳の全国大会にも出場し、年齢別の高齢者部門において、新記録を連発して優勝、いまなお健康な日々
を過ごしている。
4 )　造船資料の数々
　以上のお話の合間には、田畑さんがご自分で設計された船の図面をもとに、木造船製作にまつわる様々
なお話をうかがうことができた。また、木造船に載せる船霊様（ふなだまさま）の実物を見せていただ
いた。もちろん田畑さんお手製である。10× 5 × 5 cmほどの蓋つきの木箱で、中には川やなぎ材でで
きたサイコロ 2個・幼児の髪の毛などが収められており、このほか月の数だけコインを入れるというこ
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とだった。
　そのほか、数多くの文献史料や図面のコピーをご提供いただき、写真撮影も行った。主なものは下記
のとおりである。
　・『五和町史』掲載予定の原稿（朝鮮・台湾関連の記述）
　・技能検定修了証（昭和28年（1953）、21歳の時のもの）
　・橋本徳寿『天草日記抄』所収の「松島丸」写真・図面
　・『木造船木割書』原稿
　・十五社宮も三神と阿蘇十二神関連の文書
　・五和の船大工調査資料
　・五和の鍛冶屋の分布・推移についての資料
　・かつて島原方面で使用されていた「いんころ船」の図面、舳の比較図
おわりに
　以上、今回のフィールドワークの概要を述べたが、思った以上に多くの人と出会い、多くのモノに接
することができたため、その出会いから得たものを自分なりに整理するのに手いっぱいとなってしまっ
た。それぞれのテーマについて議論を深めていくことは、全て今後の課題としたい。
　そして、実際に訪問したことによって、天草は、それ自体が一つの大きな世界を成す一方で、長崎を
はじめとする九州一円の地域、さらには長崎街道から上方・江戸に至るまでの、日本列島を貫く横軸と、
朝鮮半島から琉球、さらには中国や東南アジアといった、海の向こうの世界に至る縦軸とが交差する、
「東アジアの十字路」ともいうべき土地である、と、改めて感じることができた。今回は、その入り口を
垣間見ただけに終わったが、さらに深く追求していきたいと念じている。
　末筆ながら、今回の調査でお世話になった皆様方に、心よりお礼申し上げます。
左：船霊様、右：聞き取りの様子

